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地
域
に
学
び
、
生
き
る
力
を
育
む

市政ひろば

▲辞令を受け取る新入団員

市
連
合
自
治
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

市
連
合
自
治
会
総
会
が
５
月
12

日
、
三
原
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
前
年
度
の
連
合
自

市
消
防
団
幹
部
・
新
入
団
員
訓
練

　

賀
集
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
４
月
22
日
、
市
消
防
団
幹

部
・
新
入
団
員
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
雨
天
の
た
め
体

育
館
で
行
わ
れ
、
市
内
各
地
か
ら

新
し
く
幹
部
と
な
っ
た
団
員
と
新

た
に
入
団
し
た
団
員
、
合
わ
せ
て

３
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

の
授
与
が
行
わ
れ
、
選
任
副
団
長

り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
団
員
た
ち
は
基
本
動

作
や
整
列
、
幹
部
団
員
た
ち
は
そ

れ
ら
に
加
え
て
指
揮
や
報
告
の
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う

時
、
迅
速
か
つ
統
率
の
と
れ
た
動

き
が
で
き
る
よ
う
に
、
参
加
し
た

団
員
た
ち
は
真
剣
に
訓
練
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

訓
練
の
後
に
は
、
淡
路
広
域
消

防
事
務
組
合
の
南
淡
分
署
長
で
あ

る
堀
忠
一
さ
ん
か
ら
訓
練
に
対
し

て
の
講
評
を
頂
き
ま
し
た
。

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
交
流
イ
ベ
ン
ト

　

5
月
20
日
、
淡
路
じ
ゃ
の
ひ
れ

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
「
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
祭
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

気
持
ち
の
良
い
五
月
晴
れ
の
も
と

海
辺
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
ほ

か
、
釣
り
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
少
子
対
策
の
一
環

と
し
て
平
成
19
年
８
月
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
で
、
独
身
男
女

の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、

会
員
制
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ス
キ
ー
ツ

ア
ー
や
工
場
見
学
、
京
都
旅
行
、

食
事
会
な
ど
計
45
回
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
。
こ
れ
ら
の
交
流
を
通
し

て
８
組
が
結
婚
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
対
策
課
で
は
随
時
登
録
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

▲整列するなでしこ分団員

の
武
田
佳
則
さ
ん
に
功
績

章
が
、
南
淡
方
面
副
隊
長

の
松
井
浩
一
郎
さ
ん
に
精

績
章
が
、
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
入

団
員
の
辞
令
交
付
式
も
行

わ
れ
、
各
方
面
隊
の
新
入

団
員
が
辞
令
書
を
受
け
取

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　   （５月１６ 日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 413件 57,574,719円

市外（島内） 56件 9,341,000円

市外（島外） 249件 29,764,940円

合計 718件 96,680,659円

詳細は市のホームページで掲載しています

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 ふ

る
さ
と
納
税

治
会
の
活
動
報
告
や
退
任
す
る
自

治
会
長
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
今
年

度
の
活
動
方
針
の
発
表
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
新
役
員
は
次
の

人
た
ち
で
す
。
（
敬
称
略
）

▽
会　

長　

原　
　

孝（
福　

良
）

▽
副
会
長　

新
居
宏
一
郎（　

湊　

）

　
　
　
　
　

納　

幹
彦（
倭　

文
）

　
　
　
　
　

位
高
慶
亮（
神　

代
）

　
　
　
　
　

久
米
只
海（
賀　

集
）

▽
会　

計　

長
尾
文
善（
広　

田
）

▽
会
計
監
査　

濟
藤
行
雄（
津　

井
）

　
　
　
　
　

安
田　

宏（
八　

木
）

▲あいさつを行う原孝会長

▲号令に合わせて動作を行う団員達

【
地
域
活
動
功
労
】

清
川 

と
し
子
さ
ん
（
広
田
）

　

南
淡
路
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
会

長
と
し
て
10
年
間
活
動
さ
れ
る
な

ど
長
年
に
わ
た
り
地
域
農
業
の
女

性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

地
域
活
動
を
続
け
ら
れ
、
女
性
の

視
点
か
ら
の
農
業
経
営
や
労
務
管

理
の
改
善
を
進
め
、
農
家
女
性
の

地
位
向
上
と
生
産
技
術
向
上
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　【
農
林
水
産
功
労
】

中
川　
利
春
さ
ん
（
賀
集
）

　

大
日
川
土
地
改
良
区
副
理
事
長

を
28
年
間
務
め
ら
れ
平
成
14
年
か

ら
大
日
川
東
Ⅱ
期
地
区
ほ
場
整
備

委
員
長
に
就
任
。
土
地
改
良
事

業
の
積
極
的
な
推
進
と
改
良
区
組

織
の
育
成
強
化
に
尽
く
さ
れ
、
ほ

場
整
備
事
業
の
円
滑
な
遂
行
に
寄

与
。
地
域
農
家
の
生
産
基
盤
の
確

立
と
生
活
環
境
の
整
備
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
、
地
域
農
業
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
功
労
者
表
彰

　

県
政
の
推
進
や
地
域
活
動
、
公

共
の
福
祉
や
産
業
振
興
な
ど
に
功

労
の
あ
っ
た
方
々
に
「
兵
庫
県
功

労
者
表
彰
」
が
贈
ら
れ
ま
す
。　

　

２
０
１
２
年
、
南
あ
わ
じ
市
で

は
３
人
の
方
々
が
県
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

【
自
治
功
労
】

登
里　
伸
一
さ
ん
（
津
井
）

　

西
淡
町
議
会
議
員
な
ら
び
に
市

議
会
議
員
と
し
て
18
年
余
に
わ
た

り
住
民
福
祉
の
向
上
、
ま
ち
の
活
性

化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
地
場
産
業
の
瓦
産
業
の
振
興

を
は
じ
め
、
静
内
町
と
の
姉
妹
都
市

提
携
や
海
釣
り
公
園
建
設
に
貢
献
。

市
議
会
で
は
第
３
代
議
長
を
1
年

間
務
め
、
豊
か
な
見
識
と
沈
着
冷
静

な
行
動
力
で
円
滑
な
議
会
運
営
を

図
り
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

功
労
者
表
彰

家
畜
優
良
農
家
表
彰

　

家
畜
共
済
に
永
年
加
入
の
多
頭

飼
育
農
家
の
う
ち
、
飼
育
管
理
が

優
秀
で
事
故
が
極
め
て
少
な
い
農

家
に
対
し
、
兵
庫
県
農
業
共
済
組

合
連
合
会
長
の
表
彰
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

▽
乳
牛
の
部

　
　
　

北
所　

正
夫
（
榎　

列
）

　
　
　

新
田　

展
正
（
北
阿
万
）

　
　
　

池
尻　

泰
治
（
神　

代
）

▽
肉
用
牛
の
部

　
　
　

藤
江　

佳
司
（
八　

木
）

　
　
　

小
泉　

将
志
（
榎　

列
）

　
　
　

前
山　

修
治
（
北
阿
万
）

　
　
　

奈
良　

光
雄
（
広　

田
）

　

市
内
各
地
の
事
業
所
で
５
月
14

日
〜
25
日
ま
で
の
間
、
ト
ラ
イ
や

る
・
ウ
ィ
ー
ク
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
の
中
学
２
年
生
が
、

様
々
な
商
店
や
公
共
機
関
な
ど
に

出
向
き
、
１
週
間
の
職
場
体
験
を

行
う
も
の
で
、
社
会
で
の
マ
ナ
ー

や
ル
ー
ル
を
直
接
学
ん
で
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

14
日
〜
18
日
の
間
は
広
田
中
学

校
、
倭
文
中
学
校
、
御
原
中
学

校
、
辰
美
中
学
校
、
三
原
中
学
校

か
ら
、
21
日
〜
25
日
の
間
は
南
淡

中
学
校
、
沼
島
中
学
校
か
ら
、
合

計
で
４
０
０
人
を
超
え
る
生
徒
が

参
加
し
、
市
内
各
地
の
図
書
館
や

小
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
、
飲
食

店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
活
動
し
ま

し
た
。

　

御
原
中
学
校
の
平
田
崇
教
諭
は

「
５
日
間
学
校
を
離
れ
、
地
域
の

事
業
所
で
真
剣
な
眼
差
し
で
活
動

し
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
後
、
挨
拶
が
良
く
な
っ
た
り
と

成
長
し
て
帰
っ
て
き
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
貴

重
な
経
験
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

 

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク


